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シード化合物を同定した後，その化合物の作用メカニズムを解析します．さらに，それらの結果を哺乳類のモデル生

物（マウスなど）を使って検証する予定です．また，その化合物の誘導体も化学合成して，抗不妊薬・避妊薬としての可
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